
その他行政分野研究開発分野

食品安全分野

化学物質分野

保健医療分野

薬事分野

これらはほんの一例で、人々の健康や医療など、
「生きる」に直結する仕事を担っています。

薬系技官は、幅広い分野で
国民の「生きる」を支えています。

国立医薬品食品衛生研究所
国立健康危機管理研究機構（JHIS）
国立研究開発法人　医薬基盤・健康・栄養研究所
国立研究開発法人　日本医療研究開発機構
独立行政法人医薬品医療機器総合機構
神戸市/公益財団法人神戸医療産業都市推進機構
社会保険診療報酬支払基金
福島国際研究教育機構
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国際関係機関

他府省庁厚生労働省

薬系技官は、厚生労働省にとどまらず、他省庁や国際機関などへ出向し、幅広い場面で活躍して、経験を積む機会
に恵まれています。
これらの業務は、厚生労働省の業務と相互に関係し合っていることが多いですが、厚生労働省の業務とは直接的に
は関係しない場合であっても、行政の仕事をしていく上での新たな気づきを得ることができます。
いずれの業務でも、薬系技官ならではの幅広い知識と経験、総合力が必要なものばかりです。　
また、他の組織の職員の仕事の方法を学べること、他の組織から厚生労働省という組織を客観的に見る機会が与え
られていることにより、今後の厚生労働行政のコンサルテーション能力を養うことにもなります。 

さまざまなフィールドで
活躍する 薬系技官
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情報政策担当
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健康・医療戦略室（内閣府健康・医療戦略推進事務局）
副長官補（事態対処・危機管理担当）付
内閣感染症危機管理統括庁
新しい資本主義実現本部事務局
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人材局　試験専門官室人事院

食品安全委員会事務局
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情報公開・個人情報保護審査会事務局総務省

経済局国際貿易課外務省

研究振興局　ライフサイエンス課文部科学省

大臣官房環境保健部
水・大気環境局環境省

人事教育局　衛生官付防衛省

医療の一翼を担う薬剤師の
役割及びそれを踏まえた診
療報酬の在り方の検討や、
医薬品等の価格を適正に評
価し決定することで、国民
が安心して医療を受けられ
るような体制を整えます。

新規及び既存化学物質をはじめ
毒物及び劇物から身近な家庭用
品まで、国民の健康に関わる化
学物質の安全対策を行います。

医薬品等を大学や企業が開発しや
すい環境を整えたり、研究予算を
確保したりすることで、日本のライ
フサイエンス研究を支援します。

これらの分野に留まらず、国全
体で進めていく施策に貢献する
こともあります。

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安
全性の確保等に関する法律等に基づき、世
の中に流通する医薬品等を国民の皆様に安
心して使ってもらえるようなルール作りを
行います。

食品衛生法等に基づ
き、食品の添加物や包
装等のリスク管理を行
うことで、「流通して
いる食べ物は安心して
食べられる」という“当
たり前”を守ります。

● 診療報酬、調剤報酬
● 薬剤師の職能
● 薬価、材料価格
● 後発医薬品の使用促進

● 医薬品、医療機器、再生医療等製品、医薬部外品、
　化粧品の品質・有効性・安全性の確保
● 麻薬・大麻・覚醒剤・危険ドラッグ等の取締り
● 献血の推進

● 医薬品の販売制度
● 薬剤師国家試験

● 食品添加物指定、規格基準
● 食品のリスク評価、安全監視
● 食品中の農薬等の残留基準
● 器具・容器包装の規格基準

● 国際案件
● 感染症対策
● 災害・テロ対策
● 政府の基本方針の調整

● 化学物質のリスク評価
● 家庭用品の安全対策
● 毒物・劇物の取締り

● 医薬品・医療機器・再生医療等製品
　等の研究開発の推進
● ライフサイエンス分野の研究開発の推進
● 医療系ベンチャー企業の支援
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